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1. 流域の自然状況 

1-1 河川・流域の概要 

北上川
きたかみがわ

は、幹川流路延長 249 ㎞、流域面積 10,150 km2の東北第一の一級河川である。その源は、岩

手県岩手郡岩手町
いわてちょう

御堂
み ど う

に発し、北上高地、奥羽山脈から発する猿ヶ
さ る が

石川
いしかわ

、雫
しずく

石川
いしがわ

、和賀川
わ が が わ

、胆沢
い さ わ

川
がわ

等

幾多の大小支川を合わせて岩手県を南に縦貫し、一関市
いちのせきし

下流の狭窄部を経て宮城県に流下する。その

後、登米市
と め し

柳津
やないづ

で旧北上川に分派し、本川は新川開削部を経て追波
お っ ぱ

湾
わん

に注ぎ、旧北上川は宮城県栗原市
くりはらし

栗駒山
くりこまやま

から発する迫
はさま

川
がわ

と宮城県大崎市
おおさきし

荒
あら

雄
お

岳
だけ

から発する江
え

合川
あいがわ

を合わせて平野部を南流し石 巻
いしのまき

湾
わん

に

注いでいる。 

その流域は、岩手県の県都盛岡市
もりおかし

や宮城

県東部地域における第一の都市である石

巻市など 11 市 10 町 1 村（岩手県内 7市 8

町 1村、宮城県内 4市 2町）の市町村から

なり、流域の土地利用は山林が約 78％、水

田や畑地等の農地が約 19％、宅地等の市街

地が約 3％となっている。沿川には東北新

幹線、JR 東北本線、JR仙石線、東北縦貫

自動車道、三陸縦貫自動車道、国道４号、

国道 45 号等が位置し、東北地方の基幹交

通ネットワークが形成されている。また、

古来より中尊寺
ちゅうそんじ

、毛
もう

越寺
つ う じ

等の奥州藤原文化

に見られるような東北独自の文化を育ん

だ大河であり、現在も豊かな自然環境に加

え、イギリス海岸、展
てん

勝地
しょうち

、猊
げい

鼻渓
び け い

、鳴子峡
なるこきょう

など優れた景勝地が随所に残されている。 

このように、北上川は東北地方における

社会・経済・文化の基盤をなしており、治

水・利水・環境についての意義は極めて大

きい。 

 

 

図 1-1 北上川流域図 

【出典：岩手河川国道事務所資料】
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表1-1 北上川流域の概要
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H18.6現在



1-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松川 

北 

上 

川 

雫石川 中津川 

稗貫川 

豊沢川 

和賀川 

胆沢川 

人首川 

砂鉄川 

猿ヶ石川 

磐井川 

千厩川 

三迫川 
二迫川 

一迫川 

江合川 

旧
迫
川

旧
北
上
川 

盛岡市
（約 30万人） 

栗駒山 

焼石岳 

岩手山 

駒ヶ岳 

西岳 
七時雨山 

姫神山 

早池峰山 

宮城県 

岩手県

花巻市 
（約 11 万人） 

北上市
（約 9万人） 

奥州市 
（約 13 万人） 

一関市 
（約 12 万人） 

登米市
（約 9万人） 

石巻市
（約 17万人） 

大崎市 
（約 14 万人） 

北
上
高
地 

奥
羽
山
脈 

青森県 

岩手県 
秋田県 

宮城県 
山形県 

北上川水系 

福島県 

新潟県 

図 1-2 北上川流域図 
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1-2 地形 

北上川流域は、南北に長く東西に狭い不規則

な長方形をなし、流域の東方は北上高地によっ

て太平洋に注ぐ諸河川と流域を分かち、北方は

七
なな

時雨山
しぐれやま

, 西岳
にしだけ

等の連峰によって馬淵川
まべちがわ

の流

域と接し、西方は奥羽山脈を隔てて米代川
よねしろがわ

, 

雄物川
おものがわ

の流域と接している。 

東方の北上高地には、姫神山
ひめかみさん

（1,124m）、

早池峰山
は や ち ね さ ん

（1,914m）などの高峰もあるが、大部

分は老年期の隆起準平原の地形を呈し、中央部

から周辺部へ向けてなだらかな勾配となって

いる。特に準平原地形がよく表れているのは山

地の中央部及び南西部である。 

西方の奥羽山脈の地形は急峻で、岩手山
いわてさん

（2,038m）, 駒ヶ岳
こまがたけ

（1,637m）、焼石岳
やけいしだけ

（1,548m）

栗駒山、（1,628m）などがあり、現在も火山の

姿をとどめている。奥羽山脈の南部は、西方で

高く、東方は次第に低くなり扇状地が発達し、

さらに東方には広大な沖積平野が展開してい

る。北上川が流れる中央部では西部山地と東部

山地に分かれ、その間は盆地になっている。 

この西部山地には顕著な火山はみられないが、谷の浸食が進み急峻な地形を形成している。北部

では岩手山を始め新しい火山が多く、山頂部では浸食が進まず火山の形態はよく残っているが、山

麓付近では深く浸食された急峻な幼年期の地形となっている。流域中央部の北上川沿川の低地では、

特に右岸に河岸段丘，扇状地が発達し、その幅は広いところでは 16km に及ぶ。 

北上川は、岩手県南部の狐禅寺
こ ぜ ん じ

から下流 31km の区間が狭窄部になっており、川幅は狭いところで

100m 程度しかないために、上流の一関，平泉地区に洪水をもたらす要因となっている。 

 

 

狭窄区間 一
関
遊
水
地 

 

勾配急変点 1/17000～1/5000 

1/3000 
～1/2000 1/1500～1/500 

図 1-4 北上川の勾配と川幅 

【出典：岩手河川国道事務所資料】 

 

図 1-3 北上川流域 地形図 
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1-3 地質 

北上川流域の地質は、大きく北上高地、奥羽

山脈及び北上川沿川平野の３つに区分するこ

とができる。 

北上高地の主要部分は、我が国最古の地層

（シルリア紀、川内層）を含む古生代の地層で

あり、主として輝緑凝灰岩、チャート、砂岩、

粘板岩、礫岩などで構成されている。古い地層

を貫いて花崗岩、閃緑岩など火成岩類の貫入が

見られるが、これらは古生代，中生代の両者が

ある。また北上高地南部の東縁には中生代の地

層も見られるが、古生代の地層に比べると局所

的でありその分布は少ない。 

奥羽山脈は新第三紀の地層より成るが、その

基盤は古生代の地層であり、岩質は主として砂

岩、頁岩、凝灰岩などで構成されている。これ

らの地層を安山岩溶岩、砕屑岩、泥流、ローム

等の火山噴火物が覆っており、特に八幡平
はちまんたい

周辺

に顕著である。 

北上川を挾んで東と西とでは地層の年代が

全く異なっており、北上川沿いには大きな構造

線があると考えられる。この構造線は、福島県
ふくしまけん

 

白河
しらかわ

から盛岡市，青森県
あおもりけん

むつ市を経て津軽
つ が る

海峡に伸びていることから、盛岡～白河構造線と呼ばれて

いる。この構造線は地表から明確な断層として確認されていないが、北上川と奥羽山脈の境界には顕

著な数本の断層もあることから、北上川は不整合に関連して生じた構造谷であると考えられる。 

北上川沿川平野は、第四紀に北上川の本川及び支川からの土砂の運搬作用による沖積層，洪積層に

より形成されたものである。また、沿川には河岸段丘が全域に発達しており、盛岡市，花巻市
はなまきし

，奥州市
おうしゅうし

等は段丘の上に発達した市街地である。宮城と岩手の県境にある磐井大地は、南方に連続し、北上川

の本川と迫川の間を湾曲して東に張り出している。この張り出した部分の大地は、河川による浸食も

それほど大きくなく、広い平坦地が残されており、最も生産力の高い水田地帯となっている。 

北上川下流域の仙北平野の地質は、主として奥羽山地の第三紀層が東に傾き、さらにその後第四紀

層に覆われた部分により、そのなかの一部は当時の火山岩を混じえたり、あるいは洪積世の砂礫に覆

われている。これら地層の多くは水平に近いが、一部の地層では種々の角度に傾斜したり局部的に沈

下し、あるいは下流に浸食されて沖積世の砂礫泥土に覆われている。第三紀層は砂岩、凝灰岩を中心

とし、その一部には貝化石層が分布し、その上下には亜炭層が広く分布している。 

図 1-5 北上川流域 地質図 
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1-4 気候・気象 

北上川流域の気候を特徴づけるものは、南北に走る奥羽・北上の両山系と、三陸
さんりく

沖合で相接する

親潮寒流と黒潮暖流の影響、また北緯 35°以北に位置し、冷涼な中緯度気候帯と温暖な低緯度気候

帯の境界付近にある点である。 

このような特徴から、奥羽山脈の山沿いの地方では冬に雪の多い日本海式気候、夏は朝晩の気温

の差の大きい内陸性気候となる。また東側の北上高地は気温が低く高原的な気候となる。北上川沿

いの内陸地域は一日の気温差と一年を通して気温差の大きい内陸性気候となっている。宮城県側の

下流地域は海洋性の気候で、夏涼しく冬は暖かいのが特徴である。 

降水量を見ると、全国平均約 1,750mm(国土交通省[日本の水資源])に比べ降水は少ない地域であ

り、流域平均年降水量は約 1,500mm、平野部及び北上高地は 1,000～1,300mm 程度、奥羽山脈の山地

部で 1,500～2,500mm 程度となっている。月別にみると 7～9月に降水が多く、洪水のほとんどがこ

の時期の雨によるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-8 由利
ゆ り

本荘
ほんじょう

－釜石
かまいし

間の横断面と年間降水量 (S28～S58) 

【出典：岩手河川国道事務所資料】

図 1-7 各地の年平均気温・降水量 
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図 1-6 北上川流域 年間降水量 
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